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２．組織の概要 

事業所 

      山本暖冷工業株式会社 ・ 代表取締役 山本昌浩 

所在地/ 〒114-0023 東京都北区滝野川 3丁目 42 番 11 号  電話/ 03（3918）0931 

事業内容/規模 

管工事業[建築物の給排水・空調設備工事] 

東京都知事許可 特定-3 第 10991 号 

売上高：(令和 4年度)472 百万円 

従業員数：8 名 

事業所延べ床面積：156 ㎡ 

    工事の件数：107 件 

環境管理責任者/担当連絡先 

環境管理責任者：  山本 昌浩 

担当者：      今村 裕子 

連絡先：      電話 03（3918）0931 ・ FAX 03（3949）2752 

対象範囲/実施体制 

       全組織・全活動対象 

 

 
環境管理責任者 

代表取締役 山本 昌浩 
工事担当者 

EA21 担当/今村裕子 

環境活動計画の実施・問題点是正・教育訓練 

EA21 に関する事務業務・状況確認 

環境経営方針の策定、環境経営目標・計画の

評価、環境経営システムの構築 

経営における課題とチャンスの明確化 

全体評価と見直し・指示 



平均気温

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 基準値 実績値 2022年

2022年5月 601kWh 612kWh 147ℓ 185ℓ 43ℓ 37ℓ 1㎥ 2㎥ 0㎥ 0㎥ 18.8℃

6月 609kWh 510kWh 126ℓ 261ℓ 0ℓ 94ℓ 2㎥ 1㎥ 8㎥ 10㎥ 23.0℃

7月 788kWh 585kWh 164ℓ 227ℓ 44ℓ 85ℓ 1㎥ 0㎥ 0㎥ 0㎥ 27.4℃

8月 965kWh 788kWh 189ℓ 247ℓ 76ℓ 94ℓ 0㎥ 0㎥ 15㎥ 3㎥ 27.5℃

9月 791kWh 780kWh 189ℓ 223ℓ 46ℓ 85ℓ 1㎥ 1㎥ 0㎥ 0㎥ 24.4℃

10月 616kWh 669kWh 207ℓ 164ℓ 105ℓ 94ℓ 0㎥ 1㎥ 8㎥ 4㎥ 17.2℃

11月 586kWh 513kWh 181ℓ 175ℓ 74ℓ 74ℓ 1㎥ 1㎥ 0㎥ 0㎥ 14.5℃

12月 777kWh 573kWh 193ℓ 131ℓ 84ℓ 62ℓ 2㎥ 3㎥ 8㎥ 4㎥ 7.5℃

2023年1月 858kWh 756kWh 109ℓ 183ℓ 41ℓ 81ℓ 16㎥ 2㎥ 0㎥ 0㎥ 5.7℃

2月 863kWh 771kWh 272ℓ 165ℓ 82ℓ 117ℓ 42㎥ 14㎥ 8㎥ 5㎥ 7.3℃

3月 896kWh 801kWh 174ℓ 71ℓ 44ℓ 64ℓ 17㎥ 20㎥ 0㎥ 0㎥ 12.9℃

4月 722kWh 698kWh 154ℓ 206ℓ 148ℓ 70ℓ 3㎥ 3㎥ 10㎥ 5㎥ 16.3℃

合　計 9071kWh 8056kWh 2104ℓ 2238ℓ 788ℓ 958ℓ 86㎥ 48㎥ 56㎥ 31㎥ 11816.0kg-CO2 11402.0kg-CO2

3.2022年目標と実績値

水道使用量 CO2排出量
目標値：2020年度以降の目標基準値は2018年度実績値。

電気使用量 ガソリン使用量 軽油使用量 都市ガス使用量
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４．環境活動計画の取組結果とその評価・次年度の目標と取組
【1】二酸化炭素排出量の削減

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 環境経営計画(目標達成のための手段) 評価・次年度の取組

CO2排出量 11,816.5㎏-CO2 10,578.5㎏-CO2 10,014.4㎏-CO2 11,402.0㎏-CO2

前年度比 1,384.0㎏ 0,564.1㎏ 1,387.6㎏

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 環境経営計画(目標達成のための手段) 評価・次年度の取組

目標 9,264㎾h 9,168㎾h 9,071㎾h 8,975㎾h

実績 9,055㎾h 8,619㎾h 8,056㎾h

前年度比 基準年度 338㎾h 436㎾h 563ℓ

結果

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 環境経営計画(目標達成のための手段) 評価・次年度の取組

目標 2,148ℓ 2,126ℓ 2104ℓ 2081ℓ

実績 1,659ℓ 1,863ℓ 2238ℓ

前年度比 基準年度 519ℓ 204ℓ 375ℓ

結果

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 環境経営計画(目標達成のための手段) 評価・次年度の取組

目標 804ℓ 795ℓ 788ℓ 779ℓ

実績 885ℓ 476ℓ 958ℓ

前年度比 基準年度 91ℓ 409ℓ 482ℓ

結果

【２】建築廃棄物の再資源化率の向上

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 環境経営計画(目標達成のための手段) 評価・次年度の取組

排出量 27.10ｔ 83.16ｔ 53.31ｔ 62.04ｔ

リサイクル率 92.0% 92.0% 92.0% 92.8% 90%以上

【３】総排水量の削減

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 環境経営計画(目標達成のための手段) 評価・次年度の取組

目標 58㎥ 57㎥ 56㎥ 56㎥

実績 42㎥ 31㎥ 31㎥

前年度比 基準年度 18㎥ 11㎥ 0㎥

結果

【４】環境配慮商品の推奨
環境経営計画(目標達成のための手段) 評価・次年度の取組

 省エネ空調機

【５】地域のボランティア活動
評価・次年度の取組

引き続き

継続させていく

工事担当社員が現場に常

駐しているため使用量が

削減している。無駄な使

用はしていないので現状

維持できるよう意識して

使用する。

購入前の事前ﾁｪｯｸ

環境配慮商品の

購入を推進

・電気・ガソリン・軽油の削減

目標達成のために2022年行ったこと

前年度よりも増加してし

まった、車利用について

再検討したい

現場事務所にいる社員も

いるので使用量が削減し

ている。空調時のｻｰｷｭﾚｰ

ﾀｰ併用をするなど、節電

を確実に継続したい。

今期は車両も全車フル稼

働していた。年度末に１

台低燃費の車を購入した

のでガソリン量の削減に

なると考えられる。

トラックも毎日フル稼働

だったため軽油が倍増と

いう結果になってしまっ

た。大きな荷がない日の

車利用について再検討し

たい。

リサイクル率90％以上の

中間処理業者と契約をし

て適正に処理している。

・節水シールの貼り付け

・節水弁取り付け

・かけ流しの禁止

・分別の徹底

・資材置場整頓

・エコドライブ教育実施

・車両の定期点検整備

・タイヤエアー圧点検

・公共交通機関の利用

・エコドライブ教育実施

・車両の定期点検整備

・タイヤエアー圧点検

・公共交通機関の利用

・昼休みの消灯

・空調温度（夏28℃・冬20℃）

・クールビズ・ウオームビズ

・エアコンフィルター洗浄

・ＰＣ省エネ設定

 リユース率93.8％コピー機や認証マークのついたコピー用紙の使用

・詰替ﾀｲﾌﾟ等環境配慮商品の

 購入を推進

コンテナ設置前にごみを捨てられてしまうと分別しな

いまま放置されることがあるので、早めに設置をする

ように心掛けた・

 事務所周囲の清掃・ごみ集積場のコンテナ設置

 アルミ缶・ペットボトルキャップの回収運動に参加

取組内容

60㎥

(注)二酸化炭素排出量は都市ガス分を含む。

(注)電気のCO2排出係数は2021年東京電力㈱の調整後排出係数0.451㎏-CO2/kWhを使用した。

取組内容

838ℓ

① 電気使用量の削減

9,650㎾h

② ガソリン使用量の削減

2,238ℓ

③ 軽油使用量の削減

※産業廃棄物排出量は業務内容により変動するのでリサイクル率を目標とする。

基準年度

基準年度

基準年度

基準年度

基準年度

基準年度



５．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

適用される法規制 該当する項目 遵守事項 遵守の状況 

廃棄物処理法 廃棄物処分業者との委託契約 契約書の締結及び許可書の確認 〇 

 マニフェストの管理 ５年間保管 〇 

 不法投棄禁止 不法投棄を行わない 〇 

フロン排出抑制法 簡易点検 ３年間保管 〇 

大気汚染防止法 事前調査の実施報告記録の義務 事前調査の報告 〇 

 作業計画の作成 正しい方法での作業実施 〇 

 事前調査結果、作業実施の掲示 石綿含有産廃の適正処分 〇 

 作業完了確認、報告の義務 作業後の確認、報告 〇 

 

 ・産業廃棄物収集運搬業 許可番号 第 13-00-171604 号 

    許可年月日 令和 5年 6月 21 日   有効年月日 令和 10 年（令和 5年）6月 20 日 

（産業廃棄物収集運搬業の許可を受けていますが自社運搬以外他社の産廃の受注はありません） 

 

・環境関連法規への違反・訴訟はありません。 

      なお、関係機関からの違反等の指摘は過去３年間ありませんでした。 

 

６．代表者による全体評価と見直し・指示 

実施日：2023 年 7 月 31 日 

 

 EA21 取組開始から 10 年以上が経ち 2017 年度版のガイドラインに移行し 3年目を終了しました。 

工事部門では引き続き産廃の分別・無駄のない資材発注の実施、運転時のエコドライブの実施など

日々の業務の中で取り組みを続けております。令和 5 年 10 月から義務化されるアスベスト含有建材

調査者による事前調査のため現場担当者が講習を受講するなど建設業の石綿対策の規制強化への対

策も行っています。 

現場だけではなく事務所内でも節電・資料の電子保存（ペーパーレス化）に努めています。 

地域の活動では事務所前が資源ごみのコンテナ置場となっているため毎週コンテナや回収ネットを

準備しています。また近所の小学校の「こども 110 番の家」に登録しており緊急時にはマニュアルに

遵守した活動を行います。 

私たちができることは本当に小さな小さな一歩ですが、少しでも環境負荷を削減したいと思う地球

の仲間の一人として掲げた目標に取り組み、未来のため低炭素社会や、循環型社会など持続可能な社

会の形成に微力ながら尽力し環境負荷削減・持続可能な社会づくりへの貢献に取り組んでまいります。 

 

環境経営方針・目標・計画及び実施体制について、指示事項はありません。 

 

７．次回の環境経営レポートの発行時期            2024 年 8 月 


